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５ 添付書類又は添付物件の目録 ５ 添付書類又は添付物件の目録
〔備考〕 〔備考〕
１


「証拠の説明」の欄には、「号証」、「標目」、「原本・写しの別」、「作成年月日」、「作成者」、「立証


の趣旨」の項目を設け、表等の形式を用いて記載する。「号証」の項目には、審判事件において

その文書に付された符号及び番号を記載する。


［新設］

２

その他は、様式第３


の備考１から３まで、７から11まで及び14から16まで、様式第５の備考
３、様式第57の備考２、様式第61の２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。こ
の場合において、様式第５の備考３中「添付書類の目録」とあるのは「添付書類又は添付物件
の目録」と読み替えるものとする。

様式第３


の備考１から３まで、７から11まで及び14から16まで、様式第５の備考３、様式第57
の備考２、様式第61の２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。この場合において、
様式第５の備考３中「添付書類の目録」とあるのは「添付書類又は添付物件の目録」と読み替え
るものとする。

様式第65の４（第50条の２関係） 様式第65の４（第50条の２関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
様式第２の備考１、２、４まで、10から14まで、16から19まで及び23から26まで、様式第４の
備考１及び４


、様式第61の６の備考１、４、６及び７並びに様式第64の３の備考１と同様とする。
様式第２の備考１、２、４まで、10から14まで、16から19まで及び23から26まで、様式第４の
備考４


、様式第61の６の備考１、４、６及び７並びに様式第64の３の備考１と同様とする。
様式第65の５（第50条の２関係） 様式第65の５（第50条の２関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
様式第３の備考１から３まで、５


、７から11まで及び14から16まで、様式第５の備考３、様式

第57の備考２、様式第61の２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。
様式第３の備考１から３まで


、７から11まで及び14から16まで、様式第５の備考３、様式第57

の備考２、様式第61の２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。
様式第65の８（第50条の14関係） 様式第65の８（第50条の14関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１ ［略］ １ ［略］
２ その他は、様式第３の備考１から３まで、５


、７から11まで及び14から16まで、様式第

61の２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。
２ その他は、様式第３の備考１から３まで


、７から11まで及び14から16まで、様式第61の

２の備考４並びに様式第64の２の備考１と同様とする。
様式第66（第64条関係） 様式第66（第64条関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～４ ［略］ １～４ ［略］
５ その他は、様式第３の備考１から３まで、５


、７から11まで及び14から16まで、様式第

５の備考３、様式第56の備考８、様式第57の備考２並びに様式第61の２の備考３及び４と
同様とする。

５ その他は、様式第３の備考１から３まで


、７から11まで及び14から16まで、様式第５の
備考３、様式第56の備考８、様式第57の備考２並びに様式第61の２の備考３及び４と同様
とする。

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。
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